
-給食から- 

 

 

十五夜は「中秋の名月」とも呼ばれ、「秋の真ん中に出る月」という意味があります。 

今年は、９月 21日が十五夜です。 

十五夜のころは稲が育ち、間もなく収穫が始まる時期。 

無事に収穫できる喜びを分かち合い、感謝する日でもありました。 

     月見の風習とお供え      

地域によって違いはありますが、月見にはお供えをするのが決まりです。 

お供えには１つひとつに意味があります。 

ススキ 

ススキは秋の七草の 1つ。 

白い尾花が稲穂に似ている、魔除けになるという理由で供えるようになりました。 

月見団子 

丸い団子を月に見立て、感謝の気持ちを表わすそうです。 

団子の数は十五夜なら 15個。ピラミッドのように積んで供えます。 

これは一番上の団子が霊界との懸け橋になると考えられていたからです。 

農作物 

里芋、栗、枝豆など収穫されたばかりの農作物を供え、豊作に感謝していたようです。 

中でも里芋を供えるのは一般的で、「中秋の名月」は「芋名月」の異名をもちます。 

 


